
第
二
十
五
回 

『
知
っ
て
い
ま
す
か 

花
岡
の
歴
史
と
魅
力
』
を
終
え
て 

期
間
：
令
和
五
年
九
月
二
十
九
日
（
金
）
～ 

 
 

 
 

 

令
和
六
年
三
月
二
十
七
日
（
水
） 

 
今
回
の
企
画
展
で
は
、「
下
松
市
花
岡
地
区

の
歴
史
や
文
化
を
説
明
文
や
写
真
・
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
、
花
岡
地
区
を
再
発
見
・
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

・
花
岡
の
地
名
の
由
来 

 

・
花
岡
勘
場
に
つ
い
て 

 

・
激
動
の
幕
末
と
長
州
藩
主
毛
利
敬
親 

 

・
市
内
の
一
里
塚
に
つ
い
て 

 

・
花
岡
御
茶
屋
の
槇
柏 

 

・
花
岡
遊
園
の
今 

 

・
上
地
の
組
石
堤
塘 

 

・
山
陽
道
の
あ
ゆ
み 

 

・「
絵
馬
」
に
描
か
れ
た
花
岡
八
幡
宮 

 

・「
破
邪
の
御
太
刀
」
と
「
絵
馬
」 

 

・
太
閤
と
花
岡 

 

・
弘
鴻
と
そ
の
時
代 

 

・
花
岡
の
民
話
と
伝
説 

 

・
花
岡
地
区
の
年
表 

★
「
絵
馬
」
の
説
明 

★
「
破
邪
の
御
太
刀
」
レ
プ
リ
カ 

★
「
都
濃
郡
都
濃
宰
判
花
岡
御
茶
屋
差
図
」 

 
 

 

及
び
模
型 

★
「
都
濃
郡
花
岡
御
泊
勘
場
差
図
」
及
び
模
型 

★
「
宝
暦
１
２
年
の
末
武
上
村
」
及
び 

 
 

「
現
在
の
末
武
上
地
区
」 

★
「
江
戸
中
後
期
の
花
岡
市
」
及
び 

 
 

「
現
在
の
花
岡
市
」 

★
梁
観
音 

写
真 

 

花
岡
地
区
は
、
昔
か
ら
宿
場
町
と
し
て
栄

え
て
い
た
地
域
で
す
。
歴
史
的
な
建
造
物
や

遺
物
も
た
く
さ
ん
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。「
破

邪
の
御
太
刀
」
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
ま
し

た
が
、
現
物
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
大

き
さ
を
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

◆
柳
井
の
「
茶
臼
山
古
墳
」
な
ど
の
見
学 

 

令
和
五
年
十
一
月
七
日
（
月
）
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
親
睦
お
よ
び
柳
井
の

歴
史
関
連
の
施
設
等
の
見
学
を
兼
ね
て
、
十

二
名
で
柳
井
に
行

き
ま
し
た
。
茶
臼

山
古
墳
、
フ
ラ
ワ

ー
ラ
ン
ド
、
白
壁

の
町
並
み
を
見
学

し
ま
し
た
。
茶
臼

山
古
墳
で
は
、
古

墳
の
大
き
さ
そ
し

て
埴
輪
を
数
多
く
設
置
し
て
あ
る
こ
と
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
作
ら
れ
た
当
初
に
も
た

く
さ
ん
の
埴
輪
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
隣
接
さ
れ
て
い
る
資
料
館
で
は
担
当

者
に
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

柳
井
市
に
は
歴
史
的
建
造
物
な
ど
が
多
く
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
壁
の
町
並
み
で
は
、

そ
こ
で
生
活
し
な
が
ら
訪
れ
た
人
た
ち
に
施

設
の
説
明
を
し
て
い
る
姿
に
感
銘
を
う
け
ま

し
た
。 

「
く
だ
ま
つ
ふ
る
さ
と
広
場
」
に
対
す
る

ご
意
見
や
ご
要
望
、
お
気
づ
き
の
点
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。（
４
８
ー
８
０
３
５
） 

企
画
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
中
で

す
。（
現
在
18
名
） 
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